
特集 「新任職員ガイド」十日町市・小川　清貴
トピックス　「全国大会への支援を　今年は埼玉県開催」

視点　「親から子へ～公民館と歩む」　阿賀野市・鈴木　康寛

ひろば　「五泉市の女性学級」　五泉市・寺田　ユリ

実践記録シリーズ　「新潟市公民館改革職員研修会」　新潟市

サークル交流　「体力温存？」（関川村）／「端切れに新たな命を吹き込んで」（南魚沼市）

素顔拝見　岡部　里恵さん（粟島浦村）／牛膓　孝助さん（加茂市）　

お元気ですか　「生きがい続けて15年」村上市・大滝与志男さん

恵贈資料紹介　information

（昭和33年３月18日　第３種郵便物認可）
発 行 年　平成26年５月15日
発行定日　毎月15日　　　　

.

表紙解説
　今回で21回目を迎えました。出演する音楽愛好家自らが企画・運営するイベントです。

LIVE　in　見附（見附市）



2３月14日㈮　公民館月報３月号発行 ひとくち情報

　

平
成
26
年
度
の
全
国
公
民
館
研

究
集
会
（
全
国
公
民
館
大
会
）
は

埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
年

は
、
同
大
会
で
関
ブ
ロ
大
会
も
併

せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

新
潟
県
公
連
が
加
盟
し
て
い

る
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
連
絡

協
議
会
が
主
催
団
体
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
会
の
主
管
は
埼
玉
県

で
す
が
、
主
催
団
体
の
当
県
と
し

て
大
会
運
営
等
に
最
大
限
の
支

援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
か
ら
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

大
会
の
開
催
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

全
体
会
場　

熊
谷
会
館

　

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
１
日
目　

全
体
会

さ
ん
の
方
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ

き
応
援
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
【
参
加
申
込
み
】

　

６
月
に
開
催
要
項
が
配
布
さ
れ

同
時
に
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

締
切
が
県
公
連
に
８
月
１
日
㈮
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
一
人
４
千
円
で
す
。

　
【
関
ブ
ロ
大
会
】

　

今
年
は
、
全
国
大
会
と
兼
ね
て

埼
玉
県
・
熊
谷
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

 

期
日
：
10
月
16
日
㈭

 

会
場
：
埼
玉
県
熊
谷
市

　
　
　
　
　
「
熊
谷
会
館
」

　
〈
日
程
〉

　

受
付
：
10
：
30
～

　

開
式
：
11
：
00
～

　

表
彰
：
11
：
20
～

　

引
継
：
11
：
30
～

　
　

終
了
：
11
：
40

　

表
彰
で
は
、
全
国
公
民
館
連
合

会
表
彰
と
し
て
次
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

①
優
良
職
員
表
彰

　

②
永
年
勤
続
職
員
表
彰

　

③
功
労
者
表
彰

　

各
市
町
村
中
央
公
民
館
に
表
彰

者
推
薦
の
と
り
ま
と
め
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
該
当
者
が
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
近
県
で
開
催
さ

れ
る
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
多
数
の
推

薦
を
お
願
い
し
ま
す
。�

（
田
原
）

　
　

～�

ふ
る
さ
と
の
思
い
を
伝
承

す
る
地
域
づ
く
り
～

①③

②

分
科
会
会
場

　

①�

熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く
ら
め

い
と

　

②�

行
田
市
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

み
ら
い

　

③
行
田
市
商
工
セ
ン
タ
ー

　

第
１
分
科
会
で
は
、
新
潟
経
営

大
学
教
授
の
中
島
純
氏
が 

指
導
・

助
言
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
く

　
　

期
日
：
10
月
16
日
㈭

　
　

会
場
：
熊
谷
会
館

　
〈
日
程
〉

　

受
付
11
：
40
～

　

開
式
12
：
40
～

　
　

・‌�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン（
小
鹿
野
歌
舞
伎
）

　
　

・
記
念
講
演

　
　
　

作
家　

森
村
誠
一
氏

　
　
　
「
人
生
の
証
明
」

　
　
　

～
人
生
の
実
り
と
は
～

　

第
２
日
目  

分
科
会

　
　

期
日
：
10
月
17
日
㈮

　
　

会
場
：
熊
谷
市
、
行
田
市

　
〈
日
程
〉

　

・
分
科
会
・
事
例
発
表

　
　
　

10
：
00
～

　

・
協
議
・
指
導
・
助
言
者
講
話

　
　
　

13
：
00
～

　
〈
分
科
会
の
テ
ー
マ
等
〉

　

①
ま
な
び
ま
な
び
あ
う
公
民
館

　
　

～�

つ
ど
い
×
ま
な
び
×
む
す

ぶ
公
民
館
の
役
割
～

　

②
安
心
で
き
る
防
災
拠
点
の
公
民
館

　
　

～�

非
常
時
に
備
え
た
日
ご
ろ

の
公
民
館
活
動
～

　

③
寄
り
合
い
、支
え
合
う
公
民
館

　
　

～�

〝
共
助
”
に
よ
る
地
域
社

会
の
活
性
化
～

　

④
高
齢
者
が
活
き
る
公
民
館

　
　

～�

高
齢
者
の
社
会
参
画
の
推

進
～

　

⑤
伝
統
・
文
化
を
継
承
す
る
公
民
館

全
国
大
会
へ
の
支
援
を
　
今
年
は
埼
玉
県
開
催

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月15日発行
いつでも申込み受付中

№735（第３種郵便物認可） 	 平成26年５月15日



3 ひとくち情報 ３月20日㈭　新潟市中央公民館運営審議会　中央公民館　事務局長出席

　

三
十
年
余
の
歴
史
を
持
つ
五

泉
市
の
女
性
学
級
は
自
分
達
の

選
ん
だ
学
級
長
を
中
心
に
、
運

営
委
員
を
十
二
、三
名
で
自
主

運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
か
ら
は
講
師
謝
礼
相

当
の
運
営
費
を
受
け
、あ
と
は
学

級
生
の
会
費
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

年
度
末
に
は
『
春
陽
』
と
い

う
名
前
の
記
録
冊
子
を
発
刊

し
、
一
年
の
学
習
の
記
録
と
学

級
生
の
随
想
や
俳
句
等
も
載
せ

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
学
級
長

の
任
を
何
年
間
も
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
や
っ
と
若
い
学
級
長

に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

五
泉
市
と
隣
町
の
村
松
町
が

合
併
し
、
学
級
に
も
村
松
の
人

が
入
学
し
、
と
て
も
協
力
的
に

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
城
下
町
の
村
松
を
歩
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
学
習
で
は
古
き

を
訪
ね
る
要
点
を
考
え
た
案
内

で
ま
ち
歩
き
を
し
た
り
、
文
化

祭
等
も
作
品
を
五
泉
会
場
に
持

参
し
て
発
表
し
た
り
と
何
事
も

話
し
合
い
で
決
め
な
が
ら
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
学
習
に
、
毎

月
の
参
加
者
の
多
い
こ
と
が
自

慢
で
す
。

　

ま
た
料
理
学
習
は
講
師
を
お

招
き
し
な
い
で
各
班
ご
と
に
レ

シ
ピ
を
考
え
、
講
師
の
役
を
し

ま
す
。
材
料
も
当
番
の
班
に
報

告
し
、
当
日
の
用
意
が
な
さ
れ

ま
す
。
ち
な
み
に
料
理
名
を
二

品
紹
介
し
ま
す
。「
厚
揚
げ
の

ひ
き
肉
詰
め
」「
五
色
キ
ン
ピ

ラ
」。
発
想
は
家
庭
の
主
婦
ら

し
く
、
栄
養
、
見
栄
え
も
良
く
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
お
い
し
さ
は
格

別
!!

　

学
習
場
所
、
印
刷
等
々
公
民

館
に
も
大
変
お
世
話
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
委
員
　
寺
田
　
ユ
リ

「親から子へ～公民館と歩む」
鈴木　康寛新潟県社会教育委員

て
み
る
と
民
間
の
施
設
に
は
、
親

子
で
安
心
し
て
、
気
兼
ね
無
く
出

か
け
ら
れ
る
施
設
が
少
な
い
事
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
地

域
の
公
民
館
に
は
、
幼
児
向
け
の

本
を
備
え
た
図
書
室
が
あ
っ
た
り

催
し
物
を
や
っ
て
い
た
り
。
親

子
・
家
族
で
楽
し
め
る
場
所
が
在

り
ま
す
。
最
近
わ
が
町
に
、
新
し

く
建
設
さ
れ
た
中
学
校
に
併
設
し

て
市
民
図
書
室
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
や
絵

本
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
な
ど
特
色
の

あ
る
図
書
室
で
す
。
是
非
、
子
ど

も
と
一
緒
に
行
き
た
い
施
設
で

す
。
親
が
そ
う
で
あ
っ
た
様
に
子

等
に
も
価
値
あ
る
公
民
館
の
精
神

が
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

私
が
小
中
学
生
の
頃
の
地
域
の

公
民
館
は
古
い
木
造
の
旧
校
舎
で

し
た
。
そ
こ
で
書
道
を
習
っ
た
り
、

部
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
こ
の
体

育
館
は
床
が
傷
ん
で
い
て
剣
道
部

だ
っ
た
私
た
ち
部
員
は
、
裸
足
だ

と
危
な
い
の
で
皆
ズ
ッ
ク
を
履
い

て
練
習
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
や
が
て
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
施
設
へ
と
変
わ
り
、
青

年
団
に
な
る
と
会
合
や
イ
ベ
ン
ト

で
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

楽
し
い
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
場
所

で
し
た
。
い
つ
の
頃
か
ら
か
足
が

遠
退
い
て
し
ま
い
『
青
春
時
代
の

思
い
出
』
と
し
て
そ
の
場
所
も
日

常
生
活
の
片
隅
に
仕
舞
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
子
育
て
が
始
ま
っ

「
五
泉
市
の
女
性
学
級
」

理事会・評議員会開催
　当会の今年度第１回理事会・評議員会
が次のとおり開催されます。
　日時：５月20日㈫13：00 ～
　会場：新潟市中央公民館
　内容：１　役員改正
　　　　２　会務報告、会計決算
　　　　３　活動方針、事業計画、予算
　　　　４　県大会開催要項
　　　　５　表彰基準改正
　　　　６　その他
　会議の冒頭では、来賓として迎えた県
生涯学習推進課長様からご挨拶をいただ
きます。また、役員改選の年度であるこ
とから会長、副会長が改選されます。理事・
評議員も異動があった市町村は改選され
ます。役員の詳細は６月号で紹介します。

昨年度の第１回評議員会

№735（第３種郵便物認可） 	 平成26年５月15日 



4３月28日㈮　新潟市石山地区公民館リーダー研修会　石山地区公民館　事務局長講師 ひとくち情報

　皆さんも公民館に勤めるからには、「自分の事
業」と言えるものをぜひ創り出してください。た
だし、それは職員の独り善がりで事業を創ってい
いということではありません。住民の学習要求や
地域社会の課題などに、しっかり根ざしているこ
とが大事です。
勤める公民館について熟知しよう
　自分の勤める公民館についてハード・ソフト両
面で熟知しておくことも、職員の大事な務めです。
施設利用の受付方法や使用料の減免基準は？各部
屋や利用団体のロッカーの鍵はどこ？使う用途に
よってどの部屋が適している？各部屋の収容可能
人数は何人？部屋に備え付けられている視聴覚機
器の使い方は？この公民館ではどんな事業が行わ
れていて、どんな団体が活動しているのか？
　こういったことを今皆さんは、一生懸命覚えて
いる最中でしょう。こうしたことを尋ねられたと
きに、的確かつ円滑に答えられるようになると、
市民からの信頼度はかなり増すと思います。
　私も新人職員時代、そういったことをスムーズ
に答えられず、来館者をイライラさせてしまった
ことがありました。「いや～、公民館に来て日が
浅いので、何もわからなくて～」と言わなくて済
む日を一日でも早くしたいものですね。
公民館に人を集めるだけが仕事ではない
公民館の外にも眼を向けて
　自戒も含めて書きますが、公民館で仕事をして
いると、公民館事業にいかに人を集めるか、公民
館の利用者数をいかに増やすか、それ自体が公民
館の目的だと勘違いしてしまうことがあります。
　しかし、公民館の設置目的は、「市町村その他
一定区域内の住民のために、実際生活に即する教
育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、も
つて住民の教養の向上、健康の増進、情操の純化
を図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与
すること」（社会教育法第20条）です。
　そのためには、学習や活動の場所を公民館の中
に限定する必要はありません。ある公民館研究者
から聞いた話ですが、寺中さんは「俺は城（＝立
て籠もって守りに入る建物）を作ったつもりはな
い。公民館は砦（＝攻めに出ていく拠点）だ」と
いうようなことを言われたそうです。地域を良く
していこうとする活動やそのための学習が広がっ
ていくために、また公民館に足を運びにくい人が
そうした活動や学習に参加できるように、公民館
に集めるだけではなく、公民館の外に出て事業を
展開するという視点も大事です。
　また、公民館で仕事をしていると、公民館を利
用している団体にばかり目が行きがちになります。
公民館を利用している団体の情報をしっかりと把
握し良好な関係を築いていくことはもちろん、公

民館以外で活動している市民団体や地域団体の情
報、そして、そういった団体のキーパーソンを把
握し、協力関係を築いておくことも大切です。
　公民館に勤めているから公民館の中のことしか
知らないではなく、公民館の設置目的を十分に果
たすためにも、視野を広く保って自治体や地域社
会の情報をつかんでおきましょう。
公民館の仕事の魅力
　今まで書いてきたことを言い直せば、公民館はそ
こで展開される学習を通じて、自分の人生を自ら切
り拓くため、地域社会や世の中がより良くなるため
の力をつけたり、仲間を作ったりする場と言えます。
　公民館の仕事の魅力は、市民がそうした力をつ
けたり、仲間と出会ったりする人生の大事な転換
点に立ち会えることにあると私は考えています。

「●●さんが紹介してくれた公民館のサークルに
参加して、私の人生はとても豊かになった」「●
●さんが企画した公民館事業がきっかけで、とて
もいい活動が地域に生まれた」などと言われたら
職員冥利に尽きますね。
　ぜひ、公民館の仕事の魅力を実感できるよう、
お互いに努力と実践を重ねていきましょう。新任
職員の皆さんが、県内各地で魅力的な実践を創り
出していくことを楽しみにしています。

今年２月、青年学級の雪像づくりにて学級生や講師と

参考：公民館について学ぶ雑誌・図書
雑誌（いずれも月刊誌）
◯『社会教育』（日本青年館発行）
◯『月刊社会教育』（国土社発行）
◯『月刊公民館』（全国公民館連合会発行）
図書（私が実際読んだもので、お薦めのもの）
◯�寺中作雄『社会教育法解説／公民館の建設』（国

土社、1995年）※絶版なので、職場で購入して
あるものや図書館の蔵書等でお読みください。

◯�長澤成次編『公民館で学ぶ』１～４（国土社、
1998年・2003年・2008年・2013年）

◯�片野親義『社会教育における出会いと学び　地
域に生きる公民館入門』（ひとなる書房、2002年）

◯�岡山市職員労働組合公民館職員の会編『市民が輝
き、地域が輝く公民館』（エイデル研究所、2002年）

◯�「月刊社会教育」編集委員会編『公民館60年　人
と地域を結ぶ「社会教育」』（国土社、2005年）

№735（第３種郵便物認可） � 平成26年５月15日 

ガイド」



5 ひとくち情報 ４月４日㈮　新潟市新中央公民館長、補佐来所　県大会打合せ

特
集

自己紹介
　私は、十日町市役所に採用されてから５年間公
民館に勤務しました。その後、生涯学習課や「大地
の芸術祭」の担当課、図書館の勤務を経て、2012
年度から再び中央公民館勤務（生涯学習課と兼務）
となり、今年度は通算で公民館８年目になります。
　そんな私から、公民館新任職員の皆さんに向け
て、仕事の手がかりとなりそうなことや公民館の
仕事をするうえで大事だと思われることなどを何
がしかお伝えできればと思います。
「公民館」とは？
　公民館勤務が決まったときに、「公民館」って
どういう意味なのかな、と考えませんでしたか？

「公民館」という言葉は、見たとおり「公民」と「館」
の組み合わせで成り立っています。
　「館」は、建物、屋敷あるいは施設というイメー
ジがすぐに思い浮かぶと思いますが、「公民」と
はどのような意味でしょうか？
　実は、「公民館」とそこでの「公民」という言
葉の意味については、戦後に公民館制度が創設さ
れる際、中心的な役割を果たした寺中作雄さんと
いう文部官僚が、その著書『公民館の建設』（1946
年）の中で、以下のように解説しています。
　公民館は公民の家である。
　公民たる者が公民の資格に於て集まり、其処で
公民として適わしい修養や社交をする施設という
意味である。
　此処に公民と言う言葉は市制町村制に於て市町
村の公務に参与する為の資格即ち選挙資格を持つ
者として定められた条件に該当する市町村住民の
意味ではない。即ち法律上の公民資格ある人の意
味でなく、実質上の公民資格ある人又は公民資格
を得んと務める人の意味である。言い換えれば、
自己と社会との関係についての正しい自覚を持
ち、自己の人間としての価値を重んずると共に、
一身の利害を超越して、相互の助け合いによって
公共社会の完成の為に尽す様な人格を持った人又
は其の様な人格たらんことを求めて努める人の意
味である。（原文ママ）
　このように、そこに集い学ぶ人たちが自分のこ
とを大事にしながらも社会が良くなるために一生
懸命活動する、そのための拠点、というイメージ
が創生期の公民館には込められていたのです。

公民館が事業を行うということ
　では、公民館はどんな事業を行うのか？それが、
社会教育法第22条に例示されています。
一　定期講座を開設すること。 
二　�討論会、講習会、講演会、実習会、展示会等

を開催すること。 
三　�図書、記録、模型、資料等を備え、その利用

を図ること。 
四　�体育、レクリエーシヨン等に関する集会を開

催すること。 
五　各種の団体、機関等の連絡を図ること。 
六　�その施設を住民の集会その他の公共的利用に

供すること。
　寺中さんは『社会教育法解説』（1949年）で、「公民館
は単に外部からの申込や、依頼を待って消極的に動
くべきものではない」とし、上記の一～四を積極的に
推進することが公民館事業の中心だとしています。
　新任職員の皆さんは、前任者から引き継いだ事
業を無事にこなすことが、まず目の前の仕事にな
るかと思います。しかし、住民からの要望も含め
た地域の状況や社会状況をふまえて、事業をどん
どん改良したり、新しい事業を企画立案したりす
ることが求められます。中には、これまでの仕事
の大半が定型的な事務で、物事を企画する仕事に
は慣れていないという方もいるかもしれません。
しかし、公民館は決まりきったことをしているだ
けでは、設置目的を果たせません（＝地域社会や
自治体にとって有用な公民館になり得ません）。
　私も新採用で公民館に配属になって数年してか
ら、前任者から引き継いだ事業しかしていないで
はないか？自分が創り出した事業といえるものが
ないではないか？と自問自答としたことがありま
した。それから「みんなで考える介護問題講座」、

「地域の歴史講座」などの新しい講座を企画・開
催しました。２年前に公民館に戻ってきてからも、
長年続いている青年学級を担当しながら「東日本
大震災復興支援を考える講座」や学習会「これで
よくわかる！放射線・放射能の基礎知識」、図書
館と共同開催した「読み聞かせボランティアス
タート！！講座」など、毎年新しい事業を企画す
るようにしています。

「東日本大震災復興支援を考える講座」
（2012年度）で熱心に意見交換する受講者

十日町市

小川　清貴
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新潟市公民館改革職員研修会
新潟市教育委員会公民館研修委員会

○はじめに
　公民館には、「まちづくり」、「地域づくり」、「人
づくり」の使命があります。そのためにはどのよう
に事業に取り組んでいくべきか、それを職員自身が
検証する機会として、平成22年度より市内全公民館
の職員を対象にした「公民館改革職員研修会」が始
まりました。
　研修会初年度は、その成果を発表する場として、
同年「にいがた公民館改革フォーラム」が開催され、
その中で、新潟市公民館は以下の「公民館改革宣言」
をしました。

新潟市公民館改革宣言
　新潟市の公民館は、地域の人たちが主体となっ
て、地域の持つ力を最大限に発揮できるよう、
一緒に考え、学びあい、学びの成果を生かして、
地域の絆づくりを支援します。私たちは、地域
に出かけ、一緒に取り組み、地域を元気にします。

　この宣言を着実に推進するため、職員の意識改革
や資質の向上を目的として、継続して同研修会を
行っています。

○今年度の改革職員研修会の概要
●日　時：平成25年12月８日㈰
　　　　　午前９時30分～午後４時30分
●会　場：西川多目的ホール、西川地区公民館
●プログラム

内　容 講　師
高橋中央公民館長あいさつ
基調講演「新潟市の目指す
創造都市と公民館」

新潟市長
篠田　　昭

講　義
「地域との連携を探る」

新潟医療福祉大学
副学長　丸田　秋男

講　義
「地域と学校パートナーシッ
プ事業の現状」

地域と学校ふれあい
推進課長
河内　一美

事例発表
ワールドカフェ
テーマ「一年間の地域との
協働を振り返る」
斉藤教育次長による講評

●参加者：公民館職員・嘱託職員　122名
※�今年度は、基調講演と

講義「地域との連携を
探る」のみ、公民館運
営審議会委員18名、公
民館活動協力員16名の

皆様にもご参加いただきました。

●主な内容
講義「地域との連携を探る」
　新潟医療福祉大学の丸田秋男副
学長に、地域コミュニティ協議会
と公民館の連携や公民館職員に求
められる専門性についてご講義い
ただきました。

事例発表
　職員が、自館の事業の事例を発表しました。
　まず西地区公民館の職員が「地域と学校パート
ナーシップ事業」について、次に亀田地区公民館の
職員が「コミュニティーコーディネーター育成講座」
について、事業のこれまでの経緯や具体的な講座内
容等の紹介をしました。

ワールドカフェ
　「 １ 年 間 の 地
域との協働を振
り返る」をテー
マにワールドカ
フェを行いまし
た。地域と協働
する中で、得ら
れた成果やうま
くいかなかった
ことなどについ
て、異なる公民
館の職員同士が
意見交換を行い、
また同時に交流
を深めました。
　話し合いをも
とに、地域と協
働する上で重要と感じたポイントを各グループ３～
５つ発表しました。

○今後について
　公民館職員は、地域課題を見つめ、地域と協働し、
地域に出かけ、自らがコーディネーターともなる役
割を持ちます。そのためにはアンテナを高くし、常
に意識改革をしていく必要があります。職員の異動
もある中、意識付けにつながる研修は、内容や手法
をさらに充実させながら、今後も継続していく必要
があると考えます。

グループワークの様子

全体発表の様子
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7 ひとくち情報 ４月22日㈫　長岡市新中央公民館長、係長来所　事務局に辞令交付

に接し、着々と〈館長ファン〉が増加中です。
　また、私たち公民館職員の相談にも親身に対応
くださる姿勢に、「優しい！頼もしい！」と感じ
る毎日です。
　これから、大きな事業が続きますがよろしくお
願いいたします！！
� （加茂市公民館　小柳　豪志　記）

　４月１日より粟島浦村職員として採用され、教
育委員会に配属となり生涯学習・社会教育を担当
する、岡部里恵さんを紹介します。
　岡部さんは埼玉県出身。大学を卒業後に民間
企業で勤務をしていたが、人の役に立つ仕事が
したいという理由から、単身で粟島へやって来
きました。
　彼女の良いところは、礼儀
正しく、元気いっぱいなとこ
ろです。毎朝、事務室に彼女
の元気な声が響きます！

　４月から加茂市公民館長に就任された牛膓孝助
さんをご紹介します。
　これまで、建設課、総務課など市民の生活基盤
や環境整備などを担う重要な部署を歴任されてこ
られました。
　教育関係部署はまったく初めてで「毎日がドキ
ドキの連続」と就任当初は不安がっておられまし
たが、温厚な人柄とユーモア
ある語り口で利用者や来館者

加茂市公民館

館長　牛膓　孝助さん

粟島浦村教育委員会

主事補　岡部　里恵さん
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　彼女の主たる担当は生涯学習・社会教育の他、
児童手当、子育て支援、広報、そして粟島浦村の
一大プロジェクト、しおかぜ留学と広範囲に及び
ます。大変な仕事ばかりですが、持ち前のバイタ
リティにより、克服してくれるものと信じており
ます。

（粟島浦村教育委員会教育長職務代理者
� 渡邉　　暁）
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土 砂 災 害 防 止 月 間
〜 み ん な で 防 ご う 土 砂 災 害 〜

６月は「土砂災害防止月間」です。
土砂災害から人命・財産を守るため、土砂災害に関
する防災知識の普及、警戒避難体制の整備を推進す
るための取組みに協力しています。

新潟県治水砂防協会
会長（出雲崎町長）　小　林　則　幸

新潟市中央区新光町４−１　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　FAX 025（285）1609

　郵便局での38年間の勤務を終えて早20年、現役
時代は「仕事人間」でしたが、退職してからは家
族や地域の仲間を大切にしながら生活しています。
村上市山北地区の観光資源「松尾芭蕉が歩いた出羽街道石畳古道」
のガイドを続けて15年がたちました。最初は、歴史について興味が
ありませんでしたが、お客様が喜んでくださる笑顔やお礼の手紙に
背を押されて、石畳の修復など環境整備も進めてきました。昨年11
月には、演歌「出羽街道石畳」の CD を発表することができました。
また、公民館活動では、高嶺大学（高齢者大学）や、グラウンドゴ
ルフを週３回仲間と楽しんでいます。いつまでも健康でいるために、
自分自身が楽しみながら続けられる「生きがい」を持つことが大切
だと実感しています。

おお 気気 すす元元 でで かか
「生きがい続けて15年」� 大滝与志男（村上市：山北地区）

＜県公連ホームページ更新中＞

　県公連のホームページを公開しています。検索は「新
潟県公民館連合会」です。
　３月末現在で５年分の公民館月報を掲載していま
す。今後は発行済み（当年度は除く）の月報を順次掲
載していきます。また、新年度の役員組織や地区の活
動等も更新し、研修、大会等の活動写真も掲載します。
　どうぞご覧ください。
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※「お元気ですか」のコーナーは現役をリタイアした方がその後も元気に活動している様子を紹介するコーナーです。
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